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徳島大学は平成15.16年度文部科学省地域貢献特別支援事業計画の

もとに、「地域社会の『人・物・心・体』の総合支援」をテーマに様々

な地域との課題に取り組んでいます。留学生センターはこの中の｢心｣、

地域に住む外国人や異文化に対する理解を深め、新たな共生の地域社

会の創造を目指すことをお手伝いしています。すなわち、留学生や日

本人教職員といった学内のみならず、広く学外の地域の皆さんも活動

の対象としています。

開放実践センターの公開講座として、「国際交流ボランティア入門」を平成｣L５年秋と今年春には、開放実雌センターの公開講座として、１国|際交流ホランテイア入門」を

実施しました。以下はその報告です‘，

留学生センター５名の教員による各専門分野の話を通して、「異文化を理解する、共に生きる、新た

な地域社会を創る」の三.つを参加者と共に考えることを講座の伺的としました。具体的には、留学生

及び在,住外国人の支援の有り方、すなわち「国際交流ボランティア」として何ができるか、大学との

連携の可能性を参加者と探るというものです。

１『異文化とコミュニケーション』（三隅）生活の中での異文化に気づく

２『日本語教育と異文化理解』（大石）日本語・日本語教育とは

３『アジアと日本語～１００年前の日本語教育と
アジアと日本語教育の関連・歴史的背景を知る

朝鮮半島～』（上田）

４『多様性トレーニング』（坂田）異文化とつきあうためのエクササイズを体験する

５ 『 現 代留学事情』（金）外国人留学生の現状を知る

６『異文化体験～留学生との交流を通して～』国際交流パーティ

最終回（2004年７月１０，）の交流パーティでは、徳島大学の留学生と受講者、日本人学生５２名

がコープ住吉に集まり、七夕パーティを開くことができました｡マレー

シア、中国、韓国、ベトナムの料理を試食し、会話を楽しみました。

５回の講義を通して異文化や外国人の存在を考えるようになった、さ

らに最後のパーティでの対話の体験は大変貴重であったという参加者

の声も得ました。「共生」という大きな目標に、留学生センターは地

域のみなさんに今後も講座と交流活動を提供していくつもりです。皆

さんからの交流に対する意見や要望も受け付けております。

醍引

…１．.‘

ノ



蕊

ノ

剣留学生ｾﾝﾀー ﾆｭー ｽＩ 2００４．１０．２５Ｎｏ．座

■■■
■■毎
■ＬＬ

【特集ｊ地域。学生との連携 顧駕

候学生サポーターと地域サポーターぐ
昨年度から実験的に始めていた、留学生センターをサポートするサポーターの対･象を学生から地域

にまで広げシステムを作り、この４月から本格的にスタートしました。呼びかけに対して徳島大学の

学生からなる「学生サポーター」は約５０名、地域の人々 からなる「地域サポーター」は１２名と予想

を超えた反応で、嬉しい悲鳴をあげました。

主な活動は現時点では、日本語教育のサポートで、オリエンテーション時キャンパスツアーをはじ

め、授業に入り「変換練習」や「会話練習ｊはもとより、クラスについていけない『留学生の補講や学

生達といっしょに発表し意見交換をするなどクラスレベルに応じてサポート内容は様々です。またこ

の春学期では日本語をとおしての交流会やワンデイトリップなども実施しました。留学生達は､学生・

地域サポーターとの勉強を楽しみにしていて、いきいきと臨んでいました。教室外でも、積極的にそ

して自主的にコンサートをしたり交流をもつたりという人達もいます｡｢キャンパスであったとき声を

|ルけ合える州手ができて嬉しい｡」という声が留学生達からよく聞かれます。

またサポーターは、今まで気にしていなかった留学生の国に関心を持ったり今までの先入観が覆さ

れたりと、いろいろ得るものがあったようで、従来の授業に加えていろいろな.体験ができたようです。

日本人学生に対しては、年間の活動を記録しておいて、希望があれば、活動記録証明書を発行しま

す。先日も奨学金申請時に添付するために依頼がありました。

秋からは、日本語教育だけではなく、学内の「英語スピーチ大会」実行委員をはじめ、活動の場が

広がっていきます６今後も更に整備し、充実させていきたいと思っています。

(学生サポーターと）
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嬢鶴，地域。学生との連携

地域サポーター。学生サポーターとの授業風景
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ｑ(全学日本語コース日本語

テーマについて調べ、

地域サポーターと

日本語を使い説明します。
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鶴学生サポーターとの授業

(全学日本語コース日本語Ａ蔵本炉

その日の授業で学んだ表現を

学生サポーターに使ってみます。

スムースに言えるようになるまで

繰り返します。

１

ﾛＰウー＆

ｑ（日本語研修コース

『
内町コミュニティセンター）

学生サポーターと一緒に日本語で料理

のレシピを作り、一緒に買い物をして、

そして一緒に作りました。
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「ムサカ」セルビア・モンテ･ネグロ

「回鍋肉」中国

「パンデヶィジョ」ブラジル

「広島風お好み焼き」日本鞘
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右の写真は、ホームステイさせていただいた一家で、１８歳のお

嬢さんは若帳性糖尿病でしたが、インシュリンを自分の働き（薬

局勤務）で雌人し、自分で毎日注射していました‘，決して貧しく

ない普通の家庭で、自分の病気とつきあいながら、自分の力で生

き抜くことを子どもに教育するアメリカ人にたいへん感銘を受け

ました。

留学中アメリカ東部、中部、西部を飛行機、グレイハウンドバ

ス、観光バスなどで多いに旅しました。誰にとってもそうである

息叙得ぬ日々。忘れ得ぬ人々

大学院へルスバイオサイエンス研究部

小児口腔健康科学分野教授西野瑞穂萄体二験:記と一
．一＝凸一一一一画■③■一一 ＝｡

ジ１ページが生涯忘れ得ぬ青春の想いM：|です。
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あれから３４年、徳島大学におけるわたくしたちの教室には文部科学省、ＪＩＣＡ、徳島県等々の

支援により、これまでにメキシコ、ブラジル、フィリピン、インドネシア、中国から９人の留学生を

迎え、４人がＰｈＤ，４人が厚生労働大臣から臨床修練証明書を得ました。現在１人がＰｈＤコース、

厚生労働大腿から臨床修練を許可された外国歯科医師として、研究および臨床に従事しておられます。

これらの人々が徳島における、そして日本における生涯忘れ得ぬ日々を刻んで欲しいと祈念していま

す。外国の方々とともに日々を生活するということは、わたくしたちの視野や価値観を広げ、多くの

ことを学びます《,今後ともささやかながら国際協力に力を尽くしたいと念じています。

ように、わたくしにとっても留学の日々はその’ペ－

”わたくしは、１９７０年、ちょうどＥＸＰＯ７０が大阪で|ﾘM催されている時にイリノ

購 鎌篭蕊隷熱戦職
､』｜潔'瞳軍需蛎臓撫駕静漁鼠嘉蟻房撫

戦を徹底していた時代でしたので、病院で厳封された胸部レントゲ･ンの入った大き
な筒を抱えての入国でした。シカゴのホテルに到着しますと、真夜中だというのに人でごった返して
おり、聞くiとニクソン大統領が宿泊しているためジャーナリストであふれているのだとのことでした。

９月１７日、・わたくしの誕生日にアメリカ生活の第一歩を踏み出しました。

留学中には、動物実験､１週１回１年間にわたるResearchandTeacherEducationSeminar（座長は心
理学者）への参加、卒前臨床実習。卒後臨床研修への参加、あるいは、臨床指導には開業医や軍医の
方々 が来ていましたから、開業歯科医院を見学に行ったこともありました。専門医制度がはっきりし
ているアメリカではGeneralpractitionerと小児歯科専門医、矯正歯科専門医、歯周療法専門医、歯内
療法専門医、口腔外科専門医がDentalCentel･を作っており、今でこそ日本でも認定医や専門医は珍し
くありませんが、１９７０年当時そのようなことは日本で聞いたこともなく、たいへん驚きました。

左の写真は全米で１，２といわれていた動物実験施設（人間の手

術と全く同じ設備が整っており、通称animalhospital）でサルにイ
ンプラント術を実施する助手をしているところ。わたくしがサル

の抜歯がとても上手いというので、この研究者は実験の度にわた

くしに一緒に来て欲しいと声をかけてきました。わたくしもサル

の抜歯を大いに楽しみました。
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木：
〃も､＄徳島大学総合科学部人間学科２年謝

現在、徳島大学の留学ﾉ:k数が増えつつあります。留学生に対する支援は様々 な

形で行われています。しかし、いろいろな問題が起こり、困っている留学生もい

るのが現状です。特に､入学時に適切な情報が必要だと感じています。大学に入っ

たばかりでは、学校のことについて全く見当がつきません。どんな情報がどこで

誰によって得られるかそして相談できるかを明確にすることが大切です。また、

東京の'..'本語学校を卒業した留学生で、最初、徳島の方言が分からなく、アルバ6W
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・イト先の人と喧嘩になってしまったことを聞きました。大学に入って、学内の付

き合いだけではなく、地域の人々 との関係を作ることも大切だと思います。それには留学生と地域の

人が接する機会を増やし、活発な交流活動を促すべきです。新入学の留学生に対しては、学校の勉強

と同時に日常生活への配慮も大切です。

さらに留学生を増やすために私は、次の二つを提案します。まず、奨学金や授業料免除等の資金的

な援助はもちろんですが、魅力のある専門教育のコースを設置することです。つまり、国際的に人気

のあるコースや「日本」を留学生の立場から学べるコースの開発です。そして、留学生と日本人学生

の交流を柄発にすることです。言葉は交流の一番大きな障害であり、留学生は'1本語の勉強を特に頑

張らなければなりません。日本語がうまく使えない留学生たち、留学生の文化や習慣などが分からな

い日本人学生、お互いの真ん'1.1に壁ができてしまいます。授業以外にスポーツや校外研修などの留学

生と日本人学生の接する活動をもっと多く作るとよいと思います。一つの解決方法として互いが協力

し交流し合える環境を作ることが大切です。

入学して二年がたち、思いついたことを述べました。私は今後日本語の教師になる勉強も考えてい

ます。そして何よりも多くの友達を,作りたいと思います。

』

2003年１１月２６日（水）日本事情「吉野川プロジェクト」

徳島県立農業大学校野田先生をお迎えして

｢吉野川と農業」というテーマでお話ししていただきました。

…５…
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留学生センタ…よりお願いとお知らせ

本学では２０()１年より英語スピーチコンテストが'１W催されておりますが、今年度からはエ

学部、総合科学部、留学生センターの共催により全学の日本人学生ならびに留学生を対象と

した「英語プレゼンテーションコンテスト」へとグレードアップを図るように考えておりま

す。日程等は以下のようになりますので、参加希望者等への周知をよろしくお願いいたしま

す。

【日時】２００４年１１月２５日（木）午後５時開始予定

【場所】工学部工業会館

【テーマ】HowtoImproveoulmokushimaUniversity

【使用言語】英語

【発表時間等】１人５分程度十質疑応答（２分程度）

【連絡先】１０月初旬から各学部にポスターを貼りますので、それを参照してください。

ー－．－－

につい匂

留学生センターでは、全学の更なる国|際化に向けて色々と取り組みを検討しているところ

なのですが、その検討･の「基」となる調査を全学的に行いたいと考えています。

詳細は以下のようになる予定です。

【対象および内容》

旬教員に対する調査：留学生の受け入れ状況や学生の派遣状況等

a職員に対する調査：キャンパスの国際化に関する意識調査等

｡学生に対する調査：派遣留学に関する意識調査等

D留学生に対する調査：生活状況や日本語教育に関する調査等

K時期および方法リ

ａ２００５年５月頃を計画しています。

､方法としては、

(1)Ｗｅｂによるアンケート調査

(2)インタビュー調査

を考えています。

Ｗｅ園－－－ 宜閣＝■ー 申皿■ー＝＝＝■Ｒーも守 ■ご＝▲一宇ロﾛ 一巳司■r止む＝』Ｔ毎■、 E画面Ｐ４ｰ詮些ヂヂーー今●司孟“ぬ皿ｎＷ佃曲ベーマ一一戸竜一Ｐ屋一軍唖ロ笹司芳F幽哨、師罰制産一つ■宰勾勺守唾亭Ｗご邑宇一一寺下■＝＝＝

内容や方法に関しては若干の変更もあると思いますが、皆さんのご協力をよろしくお願い

いたします。

５．．６…
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平成１６年度徳島大学外国人留学生名簿
平成１６年４月～平成１６年９月入学者
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留学 生 課

Ｏ８８－６５６－７０８２

ｒｙｕｇａｋｕｋ＠jimtokushima-u,acjp
電話
メー ル

留学生支援室

蔵本会館２階

開室時間１０：００～１７：o0
Tel＆Ｆａｘ：088-633-7398（内７３９８）

留学生セ ン 夕 ＝

センター長教授市川哲雄（088）６３３－７３４６
ichi＠dent､tokushima-u､acjp
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教授三Ｉ畠友子（088）６５６－７１２０
misumi＠ias,tokushima-u・acjp
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助教授坂・田浩（088）６５６－７１９９
kobayasi＠ias・tokushima-u,acjp
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助教授上田崇仁（088）６５６－９８７２
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留学生との交流の湯

富馳l共通教育棟留学生課隣
開室時間８：３０～１７：３０

4779）

蔵本蝋区常三島地区

留学生センター－

留学生課

l【布

…８．.’

あげました。

Ｊ
７

行っています。今号獄、その活動の一部を特集で取り

３
Ｊ

皆さ

醗剰工学部共通講義棟3階311室
開室時間８：３０～１７：Ｏ０
Ｔ１ｇＩ＆Ｆａｘ：088-656-9401（内

げ

って

さんと

;舗第後記Ｉ
ﾖ学生センターは、留学生のための活勧はもとより、

発 行 徳 島 大 学 留 学 生 セ ン タ ー

住所徳島市南常三島町１－１

Te1.088-656-7082Ｆａｘ､088-656-9873

E-mail：ryugakuk＠jim・tokushima-u･acojp

留

地域の皆さんや日本人学生の皆富んとの交流活動も域


